
やさしさが 安全つなぐ 三重の道 ～歩行者の ハンドサインは 赤信号～
（三重県交通安全県民運動スローガン）
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津地区交通安全協会
監修 津 警 察 署

三 重 県 内 の 交 通 事 故 発 生 状 況
（令和５年中 概数）

総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数
５ 年 ５５，１７３ ２，９７６ (6 １件) ６６ ３，７６４ ５２，１９７
４ 年 ５２，３９５ ２，９１７ (５９件) ６０ ３，６３８ ４９，４７８
増減数 ２，７７８ ５９ ６ １２６ ２，７１９
増減率 ５．３ ２．０ １０．０ ３．５ ５．５

※ 死者数欄の( )内は死亡事故件数を示す。
死亡事故の特徴 ○ 高齢者が５割を占める

（令和５年中） 高齢者の死者数３３人、構成率５０．０％
○ 二輪乗車中の死者が２倍以上になった

二輪乗車中の死者は１４人で前年と比べ８人増加した
○ 交通弱者（歩行中・自転車乗用中）が約４割を占める

交通弱者の死者数２５人(歩行中１８人、自転車乗用中７人)、構成率３７．９％
○ シートベルト非着用者が約３割を占める

自動車乗車中の死者２７人中、非着用者９人、構成率３３．３％
非着用者９人中、着用していれば助かった人は７人と推定

○ 飲酒運転の根絶に至らない
飲酒運転(原付以上第１当事者の事故６０件中)による死亡事故４件

（令和６年２月２９日現在）（概数）
総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数

本 年 ８，８２９ ４７２ ９ ６０６ ８，３５７
前年比 ７ －２０ －３ －６ ２７

津 警 察 署 管 内 の 交 通 事 故 発 生 状 況
（令和５年中 概数）

総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数
５ 年 ５，９３０ ４４３ ７ ５６５ ５，４８７
４ 年 ５，４７９ ３８５ ５ ４８６ ５，０９４
増減数 ４５１ ５８ ２ ７９ ３９３
増減率 ８．２ １５．１ ４０．０ １６．３ ７．７

人身事故の特徴 ○ 年齢層別 ～ 高齢者(６５歳以上)の死傷者が７２人(構成率１２．６％)

（令和５年中） 若年者(１６歳～２４歳)死傷者が７８人(構成率１３．７％)
○ 路 線 別 ～ 市道が１４８件(構成率２５．９％)で最多。次いで国道２３号が１４４件(構成率２５．２％)
○ 事故形態 ～ 追突１８６件(構成率４３．９％)で最多
○ 当事者別 ～ 交通弱者の死傷者が１０６人（歩行者３４人、自転車７２人、構成率１８．６％）

（令和６年２月２９日現在）（概数）
総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数

本 年 ９０３ ６９ １ ８４ ８３４
前年比 １４ １７ １ １８ －３

津警察署管内の交通死亡事故発生状況
（令和５年中）
区分 月日 発 生 場 所 路線 当 事 者 種 別 事故形態
１ ３/２４ 津市殿村地内 市道 普通乗用車×自転車 出会い頭
２ ３/３１ 津市白塚町地内 県道 普通乗用車×自転車 出会い頭
３ ４/２ 津市半田地内 国道 大型自動二輪車×普通乗用車 その他
４ ６/１５ 津市高野尾町地内 県道 普通乗用車 車両単独
５ ８/１２ 津市大門地内 市道 軽四乗用車 車両単独
６ ９/２９ 津市南新町地内 県道 普通乗用車×歩行者 人対車両
７ １０/１４ 津市江戸橋１丁目地内 国道 軽四乗用車 車両単独

死亡事故の特徴 ○ 年齢層別 ～ 高齢者が４人、若年者が２人、その他が１人

（令和５年中） ○ 路 線 別 ～ 国道２件、県道３件、市道２件
○ 事故形態 ～ 車両単独３件、出会い頭２件、その他１件、人対車両１件
○ 当事者別 ～ 交通弱者３人（歩行者１人、自転車２人、構成率 ４２．９％)

（令和５年中） 死者数 ２，６７８人 (前年比＋６８人)
全国の状況

（令和６年２月２９日現在） 死者数 ４０５人 (前年比＋１８人)


